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発行（公財）長岡市芸術文化振興財団

［曲目］ ドビュッシー ／ 12の練習曲より 第1番「5本の指のために」（チェルニー氏による）
  喜びの島

［曲目］ ベートーヴェン／ピアノソナタ第3番 ハ長調 作品2-3 第1楽章
 ショパン／ノクターン第13番 ハ短調 作品48-1

［曲目］ ベートーヴェン／ピアノ・ソナタ第８番 ハ短調 作品13「悲愴」
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本間 一輝　胎内市立乙中学校2年 上坂 琉人　上越教育大学附属中学校2年

公益財団法人 長岡市芸術文化振興財団　 広報誌仲道郁代プロデュース 第5回 三善晃記念 響き合うピアノ
注目公演スペシャルインタビュー

TSUKEMEN
長岡フェニックス合唱団の練習の様子。詳細は特集ページ（4・5ページ）
をご覧ください。

［ 表紙 ］

※要入場整理券
※未就学児入場不可

2024

　仲道先生から、直接ご指導いただけることを心からう
れしく思います。第3回のときに兄が出演し、その時からこ
の舞台が憧れでした。
　今回の公開レッスンでは、ベートーヴェンの悲愴ソナタを
習います。仲道先生はベートーヴェンに精通しているので、
とても楽しみです。習ったことを吸収し、自分のものにし、
演奏会では曲の魅力を表現したいです。また、せっかくの
機会なのでホールとピアノの響きを味わいながら、聴いて
くださる方 に々気持ちを伝え、これまでとは違う自分をお見
せできるように精一杯頑張りたいと思います。

　私はこの機会に、技術的にも内面的にも成長したい
と思っています。演奏する楽曲について十分に考察し、
作曲家が遺した和声やメロディー上のポイントをしっか
り押さえ、レッスンに臨みたいです。また私は人の前で
話をするのが得意ではないので、自分が考えた解釈や
意見をはっきりと言葉で表し、その上で先生からご意見
やアイディアをいただきたいです。そして演奏会ではい
い音、すなわち響きの度合いや強弱、硬さが適切である
音を失わないように心がけ、自分の思いどおりの演奏が
できるように頑張りたいです。

松本 色葉　桐朋女子高等学校音楽科（男女共学）1年
　「またここに帰って来られたらいいな。」そう思って長岡リ
リックホールを後にしたオーディションの日は、私が暮らす
街とは少し違う、秋の空気が流れていました。きっと、公開
レッスンや演奏会の時も、素敵な景色が待っているのだろ
うな…と今から楽しみにしています。
　自分自身の音楽や、作曲家の心、そして地域社会とどの
ように向き合っていくかを探求できるこの企画に、魅力を
感じて1歩を踏み出しました。その2歩目を、どのように繋
げ、未来に活かしていくか。仲道先生や演奏会出演者の
方 を々はじめとする、新たな出会いに感謝しながら、自分の
世界を立体的に彩っていく4日間にしたいです！

［曲目］ ショパン／ 華麗なる変奏曲 変ロ長調 作品12
  バラード第4番 ヘ短調 作品52

渋江 穂香　山形大学 地域教育文化学部 文化創生コース 4年
　公開レッスンでは、憧れの仲道郁代さんにご指導いた
だける時間を大切にし、音楽を作っていくうえでのポイン
トや、様 な々音色の出し方、演奏に臨む姿勢やピアノへの
向き合い方など、たくさんのことを学ばせていただきたい
と思っています。演奏会では、足を運んでくださるお客様
によりよい音楽を届けるため、レッスンや講座で学んだこ
とを活かしたいと考えています。
　私は卒業後大学院に進学し、中学校音楽の教員にな
る予定です。社会の中で自分ができることを考え、これか
らの子どもたちに音楽のよさや楽しさを伝えられるよう、
今回の経験を通して成長できればと思います。

当事業は、（公財）長岡市芸術文化振興財団
芸術顧問を務められていた作曲家・故三善晃
氏によって企画、プロデュースされました。2019
年より、ピアニスト・仲道郁代氏が受け継ぎ、新
たにスタートし、演奏技術の向上のみならず、音
楽によって社会に資する人材を育成していま
す。本事業の受講生たちは、現在国内外で幅広
く活躍しています。

響き合うピアノについて

実施報告 ＆ 演奏会
響き合うピアノ第5回 三善晃記念

仲道郁代プロデュースピアノ
マスタークラス

公開レッスン

開場／13：00　開演／13：30　全席自由  入場無料
2024年1月5日（金）9：00～  入場整理券配布

2024

長岡リリックホール
コンサートホール3/17日日

長岡リリックホール コンサートホール
※未就学児入場不可

2/11

［曲目］ ラヴェル／クープランの墓より
  1.プレリュード　2.フーガ　4.リゴードン　6.トッカータ

　オーディションで長岡を訪れた際、豊かな自然と澄んだ
空気に心が癒され、またリリックホールの温かくふくよか
な響きに感激しました。そんな素敵な場所で、じっくり音楽
と向き合える機会をいただけたことをとてもうれしく思っ
ています。ワークショップや公開レッスンを通して、社会の
中で音楽ができること、自分が演奏を通して、できること
は何なのか、考えていきたいです。長岡の皆様の前で
演奏できる日を楽しみにしております。

八部 陽菜　東京藝術大学大学院音楽研究科修士課程2年

第5回 三善晃記念

響き合うピアノ
仲道郁代プロデュース 　5回目を迎えた「響き合うピアノ」。11月に開催されたオーディションで、全国

から集まった応募者から５名の精鋭が選出されました。彼らは、公開レッスンで
仲道郁代さんから演奏技術をはじめ、作曲家や曲との向き合い方などを学び
ます。更に、ワークショップで、社会における“音楽の役割”を追究し、音楽を
通して社会とどのように繋がっていくのかを見出し、3月の演奏会に臨みます。
　今回オーディションを通過した皆さんから、意気込みを語っていただきました。

特集 長岡市立劇場開館50周年特別事業

長岡ダンスフェスティバル
東京フィルハーモニー交響楽団 長岡特別演奏会

あなたの毎日に芸術文化のいろどりを。
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TAKE
FREE

10：00～ 全席自由  入場無料（直接会場へお越しください）



　
今
年
夏
に
、ア
メ
リ
カ
の
大
人
気
オ
ー

ディ
ション
番
組
で
決
勝
進
出
と
い
う
日
本

人
初
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
新
潟
の
ダ
ン

スユニッ
トCHIBI

UNITY

。新
潟
県
の

魅
力
を
国
内
外
に
発
信
す
る「
に
い
が
た

エ
ン
タ
メ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」に
就
任
す
る
な

ど
、活
躍
の
場
を
拡
げ
て
い
ま
す
。そ
ん
な

ダ
ン
ス
界
が
注
目
す
るCH

IBI
U
NITY

代
表
、国
友
慎
之
助
さ
ん
か
ら
ダ
ン
ス

への
想
い
を
語
って
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長岡大手高等学校ダンス部は、現在1年生22名、2年生
27名の計49名で活動しています。ダンスの楽しさを仲間
と共有し、私たちのエネルギーをたくさんの人に届けられる
よう、日々 練習を重ねています。

設立から50年の歴史を持つ新潟明訓高等学校ダンス部は、
「感動する踊り」を目標に多彩なダンスや表現活動に取り組
んでいます。現在、部員は5名と少人数ですが、その分一人ひ
とりが存在感を放ち、充実した部活動をおこなっています。

新潟清心女子中学・高等学校ダンス部は、現在高校2年生4
名・1年生6名・中学３年生3名・2年生4名・1年生3名の計20
名で活動しています。「いつも笑顔でこころはひとつ」をモッ
トーに、中学生と高校生が合同で日々 活動をしています。

ダ
ン
ス
は
こ
れ
ま
で
社
会
的
価
値
が

認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、い
ま

だ
効
果
指
標
、学
術
的
根
拠
が
あ
り

ま
せ
ん
。そ
こ
で
、大
学
と
連
携
を

し
、CHIBI UNITY

か
ら
学
者
を
輩

出
し
、世
界
初〝
ダ
ン
ス
の
社
会
的
価

値
の
証
明
〞を
し
て
い
く
プ
ラ
ン
も

進
め
て
い
ま
す
。私
た
ちC

H
IB
I 

U
NITY

は
、人
と
人
、人
と
国
、国
と

国
を
つ
な
ぐ
通
好
な
エン
タ
テ
イ
メ
ン

ト
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
ダ
ン
ス
文
化

発
展
の
貢
献
に
も
力
を
い
れ
て
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

″
ダ
ン
ス
で
地
方
創
生
〞

新
潟
の
魅
力
を
世
界
発
信
！

　

CHIBI
UNITY

は
、あ
り
が
た
い

こ
と
に
世
界
各
国
よ
り
高
い
評
価
を

い
た
だ
き
、こ
の
た
び
、長
岡
に
て
凱

旋
公
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
は
、長
岡
の
皆
様
に
も
私
た
ち

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、可
愛
が
っ
て
い

た
だ
き
、応
援
し
て
い
た
だ
き
た

い
！
そ
う
す
る
こ
と
で
、社
会
と

ダ
ン
ス
の
結
び
つ
き
を
強
く
し
、よ

り
一
層
新
潟
の
魅
力
を
世
界
に
発
信

で
き
る
原
動
力
を
作
っ
て
い
け
る
と

思
って
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、社
会
の
お
役
に
立
て
る
ダ

ン
ス
文
化
を
創
造
す
る
に
あ
た
り
、

ま
ず
は
モ
デ
ル
都
市
が
必
要
で
す
。

そ
う
いっ
た
沢
山
の
デ
ー
タ
、指
標
な

ど
を
様
々
な
企
業
、学
校
、自
治
体

等
と
共
創
し
な
が
ら〝
ダ
ン
ス
で
豊
か

さ
を
得
た
〞と
い
う
雛
形
を
新
潟
で

作
り
た
い
と
試
み
て
い
ま
す
。ま
だ

ま
だ
道
半
ば
、皆
様
の
ご
協
力
と
ご

理
解
を
得
て
、初
め
て
成
し
遂
げ
ら

れ
る
こ
と
だ
と
思
って
い
ま
す
。

　
〝
ダ
ン
ス
で
地
方
創
生
〞―
少
し

で
も
明
る
い
未
来
が
訪
れ
る
よ
う
こ

れ
か
ら
も
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。更

に
ス
ピ
ー
ド
感
を
あ
げ
、活
動
の
幅
を

広
げ
て
参
り
ま
す
の
で
、応
援
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
た
ち
長
岡
大
手
高
等
学
校
ダ
ン
ス
部
は
、「
大
人
数

で
魅
せ
る
大
迫
力
の
ダ
ン
ス
」を
目
指
し
て
、曲
選
び
か

ら
振
り
付
け
、構
成
ま
で
生
徒
が
中
心
に
な
っ
て
考
え

ま
す
。一つ一つ
の
過
程
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
よ
り
よ
い

ダ
ン
ス
の
完
成
に
繋
げ
て
い
ま
す
。ダ
ン
ス
が
し
た
い
！

踊
り
た
い
！
と
強
く
思
う
人
た
ち
が
集
ま
り
、互
い
に

支
え
合
い
な
が
ら
困
難
を
乗
り
越
え
て
行
く
こ
と
に

意
味
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、元
気
で
仲
が
良

い
と
い
う
こ
と
が
私
た
ち
の
最
大
の
魅
力
で
あ
り
、笑

顔
あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
は
長
岡
市
立
劇
場
開
館
50
周
年
記
念
フェス

ティ
バル
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高
校
ダ
ン
ス
部
の
方
々

や
世
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、ダ
ン
ス
チ
ー

ム
の
皆
さ
ん
と
同
じ
舞
台
に
立
て
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。さ
ら
に
、長
岡
市
出
身
、D
J
松
永
さ
ん

と
の
夢
の
コ
ラ
ボ
が
実
現
！ Creepy Nuts

さ
ん
の
最
新

曲
に
合
わ
せ
た
振
り
付
け
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
！
長
岡

大
手
高
校
ダ
ン
ス
部
が
会
場
を
激
ア
ツ
に
し
ま
す
！

　

私
た
ち
新
潟
明
訓
高
等
学
校
ダ
ン
ス
部
は
、自
分
た

ち
に
し
か
で
き
な
い
ダ
ン
ス
を
探
求
す
る
た
め
、作
品
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
を
大
切
に
創
作

活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。今
年
度
の
新
潟
県
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
春
季
ダ
ン
スコン
ク
ー
ル
で
は
、第
2
位
に
相

当
す
る
優
秀
賞
を
受
賞
し
、夏
の
全
国
大
会
へ
も
出
場

し
ま
し
た
。大
会
出
場
の
他
に
も
、地
域
の
イ
ベン
ト
出
演

や
他
団
体
と
の
共
同
創
作
活
動
、ま
た
毎
年
3
月
に
は

地
元
の
江
南
区
で
単
独
自
主
公
演
を
開
催
し
、「
ダ
ン
ス

の
力
」を
広
く
発
信
す
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
は
、長
岡
ダ
ン
ス
フェス
テ
ィ
バル
と
い
う
素

晴
ら
し
い
舞
台
で
踊
る
機
会
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。日
頃
、切
磋
琢
磨
し
て
い
る
県
内

高
校
ダ
ン
ス
部
の
方
々
、そ
し
て
世
界
的
に
活
躍
さ
れ
て

い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
方
々
と
共
演
で

き
る
こ
と
を
、大
変
う
れ
し
く
、光
栄
に
思
い
ま
す
。

こ
の
心
躍
る
思
い
、そ
し
て
長
岡
市
立
劇
場
50
周
年
の

祝
意
を
踊
り
に
乗
せ
、ダ
ン
ス
の
素
晴
ら
し
さ
を
皆
様

に
お
届
け
で
き
る
よ
う
、心
を
込
め
て
踊
り
ま
す
。

　

私
た
ち
新
潟
清
心
女
子
高
等
学
校
ダ
ン
ス
部
は
、

今
年
度
、新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
春
季
ダ

ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。県
の
代
表
と
し
て
出
場
し
た
全
日
本
高

校
・
大
学
ダ
ン
ス
フェス
テ
ィ
バ
ル
神
戸
で
は
、83
チ
ー
ム

中
ベ
ス
ト
16
に
値
す
る
準
入
賞
を
受
賞
。さ
ら
に
、昨

年
度
か
ら
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
大
会
に
も
挑
戦
し
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、日
本
高
校
ダ
ン
ス
部
選
手
権
に
も

参
加
し
、関
東
甲
信
越
A
ブ
ロッ
ク
に
て
、２
連
覇
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。来
年
度
も
自
分
た
ち

が
納
得
す
る
作
品
を
創
作
し
、目
標
を
達
成
で
き
る

よ
う
、チ
ー
ム一
丸
と
な
っ
て
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。ま
た
、本
校
は
県
内
唯
一の
女
子
中
高
一
貫
校
で
、

普
段
は
中
学
生
も
一
緒
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。長

岡
市
立
劇
場
は
県
大
会
な
ど
、多
く
の
イ
ベン
ト
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
会
館
で
す
の
で
、当
日
は
、一
緒
に

活
動
し
て
い
る
中
学
生
と
引
退
し
た
高
校
3
年
生
も

交
え
、開
館
50
周
年
記
念
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
、精
一
杯
演
技
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

出演：長岡大手高等学校ダンス部、新潟清心女子高等学校ダンス部、新潟明訓高等学校ダンス部、CHIBI UNITY

※未就学児入場不可

※２５歳以下の皆様に舞台芸術に親しんでいただくための割引料金です。

全席指定  一般 2,000円
U-25  1,０００円1/21日

2024
開場 13：15
開演 14：００

長岡市立劇場

長岡ダンスフェスティバル

出演する高校ダンス部 3チームからのメッセージ

長岡市立劇場開館50周年記念

特集

長岡市出身 DJ松永
（Creepy Nuts）

キングオブダンサー KENZO
（DA PUMP）

2024年の幕開けに、新潟から世界に躍進し続けるCHIBI UNITYと
県内トップレベルの高校生チームが集結し、“長岡ダンスフェスティバル”を開催します。
ゲストには、“世界一のDJ”となった長岡市出身のDJ松永やダンス世界大会を8連覇した
人気ダンス&ボーカルグループ DA PUMP メンバーの KENZO の出演が決定！
市立劇場開館50周年をさらに盛り上げる、熱いパフォーマンスをお見逃しなく！

Nagaoka

ダ
ン
ス
で
人
に々
幸
福
感
を
―

　

私
の
母
は
、よ
さ
こ
い
の
生
み
の
親

と
呼
ば
れ
て
い
る
国
友
須
賀
で
す
。

母
は
、日
本
の
平
成
景
気
の
バ
ブ
ル
が

は
じ
け
た
後
、全
国
各
地
に
街
お
こ

し
、人
お
こ
し
と
し
て
踊
り
の
文
化

を
広
げ
よ
う
と
精
力
的
に
活
動
を
し

て
い
ま
し
た
。舞
の
文
化
が
人
々
の
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
ツ
ー
ル
と
な
り
、ま

ち
を
元
気
に
し
、人
々
に
幸
福
感
を

も
た
ら
す
様
子
を
実
際
に
見
な
が
ら

私
は
育
ち
ま
し
た
。そ
こ
で
、私
も
母

の
意
思
を
継
ぎ
、「
ダ
ン
ス
で
社
会
の

お
役
に
立
て
る
も
の
を
創
造
し
た

い
！
」と
思
い
、子
ど
も
た
ち
に
よ
る

CHIBI
UNITY

を
設
立
し
ま
し
た
。

　

ダ
ン
ス
は
、性
別
、年
齢
、言
語
な

ど
、た
く
さ
ん
の
違
い
を
埋
め
る

こ
と
の
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
り
、

ネ
ッ
ト
・
S
N
S
と
の
親
和
性
も
高

く
、世
界
各
国
に
メ
ッセ
ー
ジ
を
届
け

ら
れ
る
媒
体
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、

ゲスト

2017年に結成されたUNITYカンパ
ニー所属のダンスチーム。ロサンゼルス
で開催されたダンス世界大会「VIBE 
DANCE COMPETITION」ジュニア
部門に、地方から初出場、初優勝とい
う快挙を達成。2023年には史上初の4
連覇、大人部門での初出場初優勝を
成し遂げ、二冠達成。新潟のダンス教
育をモデルに活動したい県外の団体と
の連携にも積極的で、全国でCHIBI 
UNITYの活動が拡大している。
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2006年に長岡市制100周年記念事業「メンデルスゾーン『讃歌』演奏
会」を開催し、公募による合唱団を結成。新潟県中越大震災から「不死
鳥のごとく」立ち上がり、音楽を通してたくましく復興していく決意や祈り
を込めて「長岡フェニックス合唱団」と命名。以降、（公財）長岡市芸術文
化振興財団主催事業の合唱団としてその都度公募により集結。「三枝
成彰『レクイエム』演奏会（2009年12月開催）、「K.ジェンキンス『平和へ
の道程』演奏会」（2012年5月開催）、「ヴェルディ『レクイエム』演奏会」
（2015年11月開催）など様 な々記念公演に出演し、近年では、２０１８年に
開催した東京フィルハーモニー交響楽団長岡特別演奏会にて、「土の
歌」（佐藤眞）を全曲演奏。圧巻の大合唱で内外から高い評価を得た。

Profile  長岡フェニックス合唱団

　来年3月に長岡市立劇場開館50周年記念事業のフィナーレを
飾る、東京フィルハーモニー交響楽団長岡特別演奏会。東京フィル
首席指揮者のアンドレア・バッティストーニ氏を迎え、イタリア・オペラ
の合唱曲をメインに華やかなステージをお届けします。
　この公演では市民公募された『長岡フェニックス合唱団』が
東京フィルと共演！活動制限を強いられてきたコロナ禍を乗り越え、
3年ぶりに活動を再開しました。
　今回は、合唱団発足時から団員であり、団長を務める監物春夫さん
から演奏会、そして歌うことに込めた想いを語っていただきました。

　これまで何度も演奏させていただき、その上、お酒もラーメンも美味しい
この長岡に戻ってこられてうれしいです！
　今回の特別なコンサートでは、スペインにインスパイアされたオーケスト
ラの名人芸を存分にお見せできる名作と、イタリア・オペラの合唱曲を取り
上げます。日本を離れずに地中海に旅するチャンスです！
　長岡フェニックス合唱団と初めてお会いし、オペラ合唱の強力で劇的な
効果をコンサートを通じて皆様と分かち合えることをうれしく思います。
　エキサイティングで気持ちの高まる演奏会にどうぞお越しください。数 の々
傑作を会場の皆様とご一緒できることを心から楽しみにしております！

普段は趣味で朗読や紙芝居をしています。でも
実は歌も歌います。さして美声でもないのに声を
出すのが好きなんです。舞台に憧れもあるんで
しょう。４年ぶりに合唱の公募があり、思い切って
参加しました。ブランクがあるのに、いきなりイタ
リア語！？身の程知らずだったと焦りながら、しか
し心はワクワクします。皆さんの足手まといになら
ないように、精いっぱい励みます。

バッティストーニ＆東京フィルと歌える？マジ？夢
でも見てる？こんな機会が生きてるうちに訪れる
とは！これは合唱を愛する者として絶対に参加せ
ねば！という思いで参加しました。マエストロの
音楽にはとてつもないパワーがあります。私は何
度も元気をもらいました。マエストロの棒を一瞬
たりとも見逃さないために全曲暗譜が個人的な
目標です。そして聴いてくれる皆様に、合唱を愛
する皆様に元気を届けたいです！

1987年ヴェローナ生まれ。国際的に頭角を現している同世代の最も重要な指
揮者の一人と評されている。2013年ジェノヴァ・カルロ・フェリーチェ歌劇場の
首席客演指揮者、2016年10月東京フィル首席指揮者に就任。数多くのオペ
ラや管弦楽プログラムで東京フィルを指揮。目まぐるしい活躍のなか、今回が
長岡で4回目の出演となる。

Profile  アンドレア バッティストーニ（東京フィルハーモニー交響楽団 首席指揮者）

五十嵐 潤

勇
気
・
感
謝
・
感
動
を

歌
に
の
せ
て
―

　
「
歌
は
、自
分
の
身
体
が
楽
器
」と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
が
、ピ
ア
ノ
や
オ
ル
ガ

ン
と
違
っ
て
、こ
の
楽
器
は
単
体
で
は

和
音
は
出
せ
ま
せ
ん
。も
う
一
人
、さ

ら
に
も
う
一
人
と
人
が
集
ま
っ
て
く
る

こ
と
に
よ
っ
て
、深
く
厚
い
和
音
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。隣
で

歌
う
人
の
息
づ
か
い
も
感
じ
な
が
ら

声
を
合
わ
せ
、生
ま
れ
て
く
る
音
楽
に

身
を
ゆ
だ
ね
る
、こ
の
瞬
間
は
、何
も

の
に
も
代
え
難
い
、ま
さ
に
合
唱
で
し

か
味
わ
え
な
い
幸
せ
の
時
で
す
。

　

そ
し
て
、合
唱
と
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
が
コ
ラ
ボ
す
る
時
、既
に
古
今
の
名

曲
で
も
証
明
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、二

つ
の
演
奏
形
態
の
魅
力
が
10
＋
10
＝
20

に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、50
い
や
そ
れ

ど
こ
ろ
か
100
に
も
な
り
う
る
相
乗
効

果
を
も
た
ら
す
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、ア
ン
ド
レ
ア・バッ
テ
ィ
ス
ト
ー

ニ
氏
指
揮
、東
京
フ
ィ
ルハ
ー
モ
ニ
ー
交

響
楽
団
の
演
奏
、そ
し
て
百
数
十
名
の

大
合
唱
で
歌
う
オ
ペ
ラ
合
唱
曲
は
、歌

う
側
も
聴
く
側
も
そ
の
醍
醐
味
を
存

分
に
味
わ
え
る
選
曲
だ
と
思
い
ま
す
。

　

オ
ペ
ラ
は
ひ
と
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
で

展
開
さ
れ
て
い
く
も
の
で
す
の
で
、ア

リ
ア
や
合
唱
だ
け
を
切
り
取
っ
て
演

奏
す
る
に
は
、そ
の
曲
が
ど
ん
な
場
面

特 集

で
歌
わ
れ
る
の
か
を
知
ら
な
い
と
分

か
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
で

も
、今
回
選
曲
さ
れ
た
合
唱
曲
は
、一

曲
一
曲
が
あ
る
意
味
完
成
さ
れ
た
も

の
で
す
し
、そ
の
オ
ペ
ラ
の
中
の
最
も
華

や
か
で
聴
き
ど
こ
ろ
の
部
分
で
す
。バッ

テ
ィ
ス
ト
ー
ニ
氏
の
指
揮
は
、必
ず
や
私

た
ち
の
歌
い
た
い
気
持
ち
を
巧
く
引

き
出
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

残
念
な
こ
と
に
世
界
は
今
、決
し
て

平
和
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。日
常
生
活
を
突
然
奪
わ
れ
、子
ど

も
も
大
人
も
無
差
別
に
殺
戮
さ
れ
て

い
ま
す
。今
回
の
演
奏
曲
に
、ヴ
ェ
ル

デ
ィ
の「
レ
ク
イ
エ
ム
」か
ら
の
曲
が
２
曲

入
っ
て
い
る
の
は
、そ
う
し
た
人
へ々の

鎮
魂
の
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

　
「
長
岡
フ
ェニ
ッ
ク
ス
合
唱
団
」は
、

2
0
0
4
年
に
多
数
の
犠
牲
者
を
出

し
た
中
越
大
震
災
か
ら
の
復
活
・
復

興
を
祈
念
し
て
命
名
さ
れ
、今
回
は
コ

ロ
ナ
禍
を
克
服
し
て
の
再
始
動
に
な

り
ま
す
。こ
こ
数
年
は
活
動
休
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、今
回

の
再
始
動
が
長
岡
の
合
唱
界
に
再
び

勇
気
を
与
え
る
起
爆
剤
と
な
る
こ
と

を
願
う
も
の
で
す
。

　

公
募
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、趣
旨

を
理
解
し
た
長
岡
市
民
の
み
な
ら
ず
、

市
外
や
遠
方
か
ら
の
応
募
も
あ
り
ま

し
た
。マ
ス
ク
を
は
ず
し
て
共
に
再
び

音
楽
が
で
き
る
、合
唱
が
で
き
る
喜
び

を
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、イ
タ
リ
ア
の
若
き
巨
匠
の

指
揮
の
も
と
で
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共

に
歌
う
こ
の
機
会
に
感
謝
の
想
い
を
込

め
て
歌
い
、会
場
へ
お
越
し
の
皆
様
に

感
動
を
お
届
け
し
ま
す
。

マエストロ・バッティストーニ
からのメッセージ

澁谷 範子

長岡市立劇場開館50周年記念

監
物 

春
夫

長
岡
フェニッ
ク
ス
合
唱
団

団
長

り
く

長
岡
フェニッ
ク
ス
合
唱
団
が

 

再
始
動̶

イ
タ
リ
ア
の
若
き
巨
匠
と
と
も
に

 

高
ら
か
に
歌
う

劇場開館５０周年の記念公演でフェニックス合唱団を
募集していると知り、ワクワクする気持ちで申し込みまし
た。私はこの公募合唱団だけの活動ですが、コロナ禍
の休止から約４年間、歌いたい衝動に駆られることもし
ばしばあり、再開を待ち望んでいました。私にとって今回
の曲は難しいものばかりですが、しっかりと練習を重ね、
素晴らしい東京フィルとの演奏を楽しみ、最後に皆さん
と感動を分かち合いたいと思います。

阿部 健二

東京フィルハーモニー交響楽団 長岡特別演奏会

10月末に発会式を行い、現在５曲の練習に取り組んでいます。合唱指導には
東京から駒井ゆり子先生、そして練習ピアニストに野間春美先生をお招きし、
パワフルで楽しい、充実した練習に励んでいます。

チケット好評発売中

［曲目］
ビゼー：『カルメン』組曲より※

リムスキー＝コルサコフ：スペイン奇想曲※

ロッシーニ：歌劇『ウィリアム・テル』序曲より “スイス軍の行進”※

ヴェルディ：歌劇『イル・トロヴァトーレ』より 鍛冶屋の合唱

プッチーニ：歌劇『マノン・レスコー』間奏曲※

ヴェルディ：「レクイエム」より “アニュス・デイ”、“リベラ・メ”
マスカーニ：歌劇『カヴァレリア・ルスティカーナ』より 復活祭の合唱
ヴェルディ：歌劇『アイーダ』より “凱旋行進曲”

※オーケストラ演奏のみ

※未就学児入場不可

指　揮／ アンドレア・バッティストーニ
 （東京フィル首席指揮者）
独　唱／ ソプラノ：木下美穂子
 メゾ・ソプラノ：中島郁子
合　唱／長岡フェニックス合唱団
 （合唱指揮：駒井ゆり子）
管弦楽／東京フィルハーモニー交響楽団

全席指定  S席 ６,０００円　A席 ４,０００円

3/24日 開場 13：15
開演 14：００

長岡市立劇場 大ホール

東京フィルハーモニー交響楽団 長岡特別演奏会

アンドレア・バッティストーニ

木下美穂子

中島郁子

長岡市立劇場開館５０周年記念

©Yoshinobu Fukayaaura/aura.Y2

©上野隆文
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好評発売中

　日本全国のみならず欧米・アジアなど世界で700本を超える舞台に立ち、50万人以上の観客を魅了。リリースしたCDはクラシック・チャート
1位を次 と々獲得。ルーツであるクラシックをはじめ、映画音楽・ジャズ・ポップスなど幅広いジャンルの音楽が“時短”や“ミックス”など変幻自在
のアレンジで、唯一無二の楽曲に生まれ変わる。組曲や合唱曲など様 な々スタイルのオリジナル曲とともに、予測不能なステージを展開。

TSUKEMEN
15th

Anniversary CONCERT
～BEYOND CLASSIC～

Supported byアイダ設計 全席指定 ６,０００円 ※未就学児入場不可

２/25日 開場 １４：１５
開演 １５：００

長岡リリックホール・コンサートホール

2024

―TSU
K
EM
EN

結
成
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
名
前
の
由
来
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

T
A
IR
IK

／
大
学
時
代
に
同
級
生
の

SU
GU
RU

と
、お
互
い
の
地
元
を
中
心
に

演
奏
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
折

に
、私
の
高
校
時
代
の
同
級
生
のKEN

TA

を
呼
ん
で
3
人
で
演
奏
会
を
や
る
こ
と
に

な
っ
た
ん
で
す
。当
時
は
そ
れ
ぞ
れ
ソ
ロ
で

ク
ラ
シ
ッ
ク
を
中
心
に
演
奏
を
し
て
い
た
の

で
す
が
、そ
の
演
奏
会
を
見
た
当
時
の
事
務

所
の
社
長
が「
こ
の
3
人
は
良
い
」と
気
に

入
って
く
だ
さ
り
、事
務
所
に
集
め
ら
れ
た

の
が
結
成
の
き
っ
か
け
で
す
。

　

私
の
自
宅
に
集
ま
っ
て
ユ
ニ
ッ
ト
名
を

考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、父（
さ
だ
ま
さ
し

さ
ん
）が
通
り
す
が
り
に「
お
前
ら
、イ
ケ

メ
ン
ま
で
い
か
な
い
そ
の
手
前
だ
か
ら

TSU
K
EM
EN

く
ら
い
だ
ろ
」と
言
わ
れ

た
の
が
命
名
の
き
っ
か
け
で
す
。メ
ン
バ
ー

は
全
く
気
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、そ
れ
を
後
で
知
っ
た
事
務
所
の
社
長

に「T
AIR
IK

のT

、SU
G
U
R
U

のSU

、

K
E
N
T
A

のK
E

、で
男
の
複
数
形
の

M
EN

を
足
し
てTSU

K
EM
EN

！
語
呂

が
い
い
じ
ゃ
な
い
か
！
」と
後
付
け
さ
れ

て
し
ま
い
、今
に
至
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、父
に
報
告
し
に
行
く
も「
そ
ん

な
セン
ス
の
無
い
名
前
は
や
め
ろ
！
」と
言
わ

れ
ま
し
た
。（
笑
）

―
お
互
い
に
つ
い
て
、尊
敬
し
て
い
る
と

こ
ろ
な
ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

T
A
IR
IK

／
2
人
と
も
濃
密
な
時
間

を
共
に
過
ご
し
た
、友
で
あ
り
戦
友
だ

メ
ン
バ
ー
の
こ
と
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。み
ん
な
が
喜
ぶ
ス

テ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
全
般
に
長
け
、思
い

や
り
あ
ふ
れ
る
姿
勢
を
持
っ
て
い
て
、い

つ
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
。TAIRIK

は
そ

の
場
を
和
ま
せ
る
天
性
の
雰
囲
気
の
持

ち
主
で
、音
楽
家
と
し
て
飽
く
な
き
探
究

心
を
発
揮
し
て
、楽
し
み
な
が
ら
前
進
し

続
け
る
こ
と
の
で
き
る
ハ
ー
ト
を
持
っ
て

い
ま
す
。２
人
か
ら
は
い
つ
も
、と
て
も
刺

激
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

―
み
な
さ
ん
の
活
動
で

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

そ
し
て
、こ
れ
か
ら
挑
戦
し
て
い
き
た
い

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

SU
G
U
RU

／
ま
ず
第
一
に
個
々
の
楽
器
の

演
奏
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
上
手
く
あ
り
た

い
と
い
う
点
を
チ
ー
ム
の
目
標
と
し
、そ
の

上
で
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
を
重
視
し

た
ス
テ
ー
ジ
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。TSU

K
EM
EN

に
関
わ
る
全
て
の

人
が
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、癒
し
の
音
と
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ

を
全
身
で
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

想
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

K
EN
TA

／
毎
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
ベ
ス
ト

を
尽
く
す
こ
と
、そ
し
て
少
し
で
も
よ
り

良
い
も
の
を
作
る
た
め
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
す
る
意
識
を
ず
っ
と
持
っ
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
、自
分
た
ち
ら
し
さ
を
追
求
し

て
、日
本
の
音
楽
シ
ー
ン
の
顔
に
な
れ
る

よ
う
な
演
奏
と
作
品
作
り
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。

―
今
回
の
15
周
年
ツ
ア
ー
への
想
い
や

注
目
ポ
イ
ン
ト
、ま
た
長
岡
公
演
で
楽
し
み
に

し
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

SUGURU

／
新
潟
は
音
楽
への
情
熱
が
と

て
も
高
い
方
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。ま

た
温
か
な
雰
囲
気
の
方
が
多
く
、コ
ン
サ
ー

ト
で
私
た
ち
も
元
気
を
貰
え
る
の
で
、い

つ
も
行
か
せ
て
い
た
だ
く
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。食
べ
物
は
や
っ
ぱ
り
お
米
と

お
魚
系
が
絶
対
的
に
美
味
し
い
！

K
EN
TA

／
新
潟
は
、お
米
も
お
酒
も
美

味
し
く
お
客
さ
ん
も
温
か
い
で
す
。訪
れ

る
た
び
に
日
本
人
ら
し
さ
を
あ
ら
た
め
て

感
じ
ら
れ
、い
つ
も
心
が
落
ち
着
き
ま
す
。

TAIRIK

／
今
回
の
ツ
ア
ー
の
テ
ー
マ
は

「
今
ま
で
15
年
間
で
培
っ
て
き
た
も
の
全

て
大
放
出
」で
す
。15
年
と
い
う
節
目
で
も

あ
り
、「TSU

KEM
EN
BEST

」の
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。誰
で
も

知
って
い
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲 

パッヘル
ベ

ル
作
曲
の
カ
ノ
ン
と
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画

『
ラ
・
ラ
・
ラ
ン
ド
』よ
り
、ア
ナ
ザ
ー
・
デ

イ
・
オ
ブ
・
サ
ン
を
掛
け
合
わ
せ
た「
ラ
・

ラ・カ
ノ
ン
」と
い
う
ミ
ッ
ク
ス
曲
が
あ
っ
た

り
、気
軽
に
楽
し
く
お
客
さ
ん
も
参
加
で

き
る
よ
う
な
場
所
も
何
か
所
か
作
っ
て
あ

り
ま
す
。あ
る
曲
の
中
に
は「
ウ
ソ
だ

ろ
！？
」っ
て
言
い
た
く
な
る
よ
う
な
奏
法

で
演
奏
し
て
い
る
場
所
も
あ
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。目
玉
に
は
、

TSU
KEM

EN

の
フ
ァ
ン
投
票
で
堂
々
の
第

一
位
に
な
っ
た
、初
め
て
３
人
で
合
作
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の「
真
田
組
曲
」も
あ
り
ま

す
の
で
、期
待
し
て
く
だ
さ
い
！

もっと知りたい“TSUKEMEN”

Wヴァイオリン&ピアノによる3人組アンサンブル・ユニット
　ヴァイオリン2本とピアノからなるインストゥルメンタルユニットTSUKEMENが6年
ぶりに長岡リリックホールに登場します。メンバーは全員、音楽大学出身で演奏の
みならず作曲も手掛けている実力派揃い！ 2008年のデビュー以来、国内のみなら
ず世界各地にて、音響装置を通さない生音を中心とした演奏で精力的に活動を
展開しています。
　そんな彼らの15周年が凝縮されたTSUKEMEN 15th Anniversary CONCERT
～BEYOND CLASSIC～と題したスペシャルな全国ツアーが、今年4月にスタート
しました。現在、各地で好評を博しているツアー真っ只中の３人にお話を伺いました。

と
思
っ
て
い
ま
す
。私
は
出
会
っ
た
ば

か
り
の
頃
の
印
象
が
特
に
強
い
で
す
。

当
時K

E
N
T
A

の
第
一
印
象
は「
寡
黙

な
い
い
男
」で
し
た
。で
も
一
旦
心
を
許

す
と
、話
し
出
す
と
止
ま
ら
な
い
。演

奏
か
ら
沢
山
の
刺
激
を
受
け
、四
六
時

中
楽
器
の
話
や
音
楽
の
話
を
し
て
い

ま
し
た
。自
然
と
音
楽
に
興
味
を
持

た
せ
て
く
れ
、私
の
新
し
い
世
界
を
拓

い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

初
め
てSU

GU
RU

に
ピ
ア
ノ
を
お
願
い

し
た
の
は
大
学
1
年
生
の
時
の
試
験
で
し

た
。本
番
に
弱
か
っ
た
自
分
は
今
ま
で
実
力

の
50
%
も
発
揮
で
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。「
本
番
で
は
緊
張
し
て
普
段
よ

り
下
手
に
な
る
か
ら
、き
ち
ん
と
練
習
し

て
お
き
な
さ
い
」と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、SU

GU
RU

は
い
つ
も「
本
番
が
一
番
良

い
」と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
嘘
だ
ろ
…
」

と
思
い
な
が
ら
も
臨
ん
だ
本
番
で
は
初
め

て
の
120
%
の
出
来
で
、成
績
も
今
ま
で
と
は

比
較
に
な
ら
な
い
く
ら
い
良
い
結
果
を
出

せ
ま
し
た
。SU

GU
RU

も
私
に
音
楽
の
楽

し
さ
を
教
え
て
く
れ
た
大
切
な
人
で
す
。

SU
G
U
RU

／TAIRIK

、KEN
TA

共
に

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
思
考
の
持
ち
主
で
、場
の

雰
囲
気
を
良
く
す
る
所
が
素
敵
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。ま
た
演
奏
に
に
つ
い

て
、二
人
は
常
に
前
向
き
に
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
、研
鑽
を
積
ん
で
い
る
の

で
、同
じ
チ
ー
ム
の
仲
間
と
し
て
、音
楽

家
と
し
て
負
け
た
く
な
い
と
い
う
気
持

ち
で
、今
後
も
刺
激
し
合
っ
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

K
EN
TA

／SU
G
U
RU

は
お
客
さ
ん
や

ディヌリパッティ、ビルエヴァンス、ラドゥルプー。
音や音楽の魅力が前面に出てくる人が好きで
す。「上手い！」が前に出てくると、コンクールを思
い出して聴いていて緊張してしまいます。

尊敬するピアニスト
ニコラ・テスラ、クリストファー・ノーラン、
福澤克雄、庵野秀明。今までに人が見た
ことがないものを創り出す人を、心から
尊敬します。

音楽以外で尊敬する人

姓名判断。以前TSUKEMENがロケ
でいった先の姓名判断の先生が、
私たち全員が驚くレベルで当たりま
くっていたので継承中です。

特技
大人気ゲームのファイナルファンタジー(FF)16。
FF10以来のFFシリーズ。ダークで重いテーマのス
トーリー展開。少しずつプレイしていくのが楽しみ。そ
れとピスタチオの美味しさに最近気がつきました。

今ハマっていること

尊敬するヴァイオリニスト
古澤巌、ギトリス、グラッペリ、
クライスラー、オイストラフ。

鎮座DOPENESS(ラッパー)。彼
の音楽に対する情熱とコクの深
さ、そして一見しただけではそ
れを感じさせない脱力感はとて
も真似できない仙人みたいな
存在です。いつかその脱力感と
コクの境地にたどり着きたいと
願い、日々 研鑽を積んでいます。

尊敬するアーティスト

スヴャトスラフ・リヒテル。ラフマニノフの
ピアノコンチェルト第2番はいつも私の魂
を揺さぶる歴史に残る名演です。

尊敬するピアニスト

人を信頼して任せられること。
特技

高校までやっていたバスケットボールを
昨年からまた始めて、身も心もリフレッ
シュしています。また、足の小指でしっかり
地面を掴み踏ん張れるようになることが
今の目標です。

今ハマっていること たくさんいますが、学生時代
から思い入れのある人は
ダヴィット・オイストラフです。

尊敬するヴァイオリニスト 好きなアーティスト
コールドプレイ

特技
ピラティス

今ハマっていること
料理、ジョギング
格闘技観戦

2本のヴァイオリンとピアノで魅せる
唯一無二のステージ

Special Interview

長岡リリックホール、長岡市立劇場、ホクチケドットコム、ローソンチケット、チケットぴあ、イープラスプレイガイド

SUGURU
ピアノ
虹色の音色で聴衆を魅了する
鍵盤の上のファンタジスタ。広
島県出身。4歳からピアノを始
める。桐朋学園大学音楽学部
卒業、同大学研究科修了。

KENTA
ヴァイオリン
変幻自在に音を操るヴァイオ
リン・マジシャン。魅惑のセク
シー・ダンディ。熊本県出身。
5歳からヴァイオリンを始め
る。東京音楽大学卒業。

TAIRIK
ヴァイオリン・ヴィオラ
TSUKEMENのリーダー。
1984年8月11日生まれ。
4歳からヴァイオリンを始め
る。桐朋学園大学音楽学部
卒業、同大学院修了。
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